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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（自自然然科科学学系系））

研研究究内内容容：：  

国国際際ササミミッットトににおおいいててSSDDGGｓｓがが採採択択さされれててかからら、、CCOO22削削減減をを目目標標ににししたた様様々々なな取取りり組組みみがが、、企企業業やや研研究究機機関関でで行行

わわれれてていいまますす。。そそののよよううなな中中、、ククリリーーンンななエエネネルルギギーーととししてて光光エエネネルルギギーーもも注注目目をを集集めめてておおりり、、特特にに光光をを用用いいたた化化学学

反反応応のの研研究究がが盛盛んんにに行行わわれれてていいまますす。。  

●●理理科科教教材材研研究究

ここれれままででのの光光ににつついいててのの学学生生実実験験はは、、反反射射やや屈屈折折ののよよううなな光光のの性性質質ややソソーーララーーパパネネルルをを利利用用ししたた実実験験でであありり、、

教教育育課課程程ににおおいいててもも光光をを用用いいたた化化学学反反応応はは含含ままれれてていいまませせんんででししたた。。ししかかしし、、近近年年、、上上記記でで述述べべたたよよううにに、、光光をを用用

いいたた化化学学反反応応はは世世界界的的にに研研究究がが行行わわれれてていいるるたためめ、、今今後後よよりり一一層層必必要要ににななるる分分野野だだとと考考ええらられれまますす。。そそここでで、、光光

をを用用いいたた化化学学反反応応にに関関ししてて学学生生がが理理解解をを深深めめるるたためめのの教教育育教教材材のの開開発発をを目目指指ししてていいまますす。。  

●●光光やや電電気気をを用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究

光光エエネネルルギギーーをを用用いいたた化化学学反反応応でではは穏穏ややかかなな条条件件下下（（室室温温ななどど））でで、、熱熱反反応応でではは生生成成ででききなないい生生成成物物をを新新たたなな反反

応応機機構構でで生生成成すするるここととががででききまますす。。そそののよよううなな光光化化学学反反応応でではは、、反反応応のの効効率率をを向向上上ささせせるる為為にに光光触触媒媒

（（PPhhoottooccaattaallyyssttss））がが用用いいらられれ、、IIrr やや RRuu ののよよううなな遷遷移移金金属属触触媒媒やや福福住住触触媒媒ののよよううなな有有機機光光触触媒媒がが知知らられれてていいまますす。。

特特にに、、金金属属をを用用いいずず、、穏穏ややかかなな条条件件下下でで反反応応がが進進行行すするる新新たたなな有有機機光光触触媒媒のの合合成成やや、、そそれれをを用用いいたた光光反反応応をを

研研究究すするるここととががテテーーママととななっってていいまますす。。ままたた、、今今後後、、光光だだけけででななくく電電気気もも用用いいたた化化学学反反応応のの研研究究ににもも取取りり組組んんででいいきき

まますす。。  
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研研究究タタイイトトルル：：  

光触媒の合成及び光反応 
氏氏名名：：  古古谷谷  峻峻熙熙／／FFUURRUUTTAANNII  TToosshhiikkii  EE--mmaaiill：：

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  

tt--ffuurruuttaannii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp

修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

キキーーワワーードド：： 有有機機合合成成、、有有機機光光反反応応、、  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光反反応応にに関関すするるごご相相談談

・・発発泡泡充充填填材材、、接接着着剤剤にに関関すするるごご相相談談

・・CCAAEE モモデデリリンンググにに関関すするるごご相相談談
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